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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の装置のそれぞれに、他の装置の機能へのアクセスを提供する方法であって、前記
複数の装置は、複数の主装置（ＥＰ０～ＥＰ５）と、全主装置と通信することが可能なマ
ネージャ装置（ＥＭ）とを含んでいる、方法において、
　装置の機能への少なくとも１つのリンクを含み、該装置の特徴を示す各装置のプレゼン
テーション（ＰＲ０～ＰＲ５）を、それぞれの装置自体またはマネージャ装置（ＥＭ）に
記憶する予備段階（ＥＴ０）と、
　第１の主装置（ＥＰｉ）と、マネージャ装置とが接続し、マネージャ装置が、第１の主
装置にアドレスを有り当てる段階と、
　第１の主装置（ＥＰｉ）のプレゼンテーション（ＰＲｉ）を、第１の主装置が有してい
る場合、マネージャ装置（ＥＭ＝ＥＰ０）が、第１の主装置（ＥＰｉ）のプレゼンテーシ
ョン（ＰＲｉ）を、第１の主装置から取り込む段階（ＥＴ３）と、
　マネージャ装置（ＥＭ）のプレゼンテーションと、他の主装置のプレゼンテーションと
、第１の主装置（ＥＰｉ）のプレゼンテーションとを有するホームページを作成する段階
（ＥＴ４）と、
　各主装置のホームページとして、マネージャ装置（ＥＭ）から総ての主装置に、前記ホ
ームページをダウンロードする段階（ＥＴ５）と、
　各主装置において、前記ダウンロードされたホームページに含まれるプレゼンテーショ
ンから、他の装置の機能へのアクセス機能を提供する段階と、
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を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ホームページ（ＡＢ／Ａ；ＡＢ／Ｂ）内の装置（Ａ；Ｂ）のプレゼンテーション（ＰＲ
Ａ；ＰＲＢ）が、装置内で読まれ、装置の諸機能に対するリンクを含む機能ページへのハ
イパーリンクのスタートアンカーを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　マネージャ装置が、ホームページを有する主装置に、第１の主装置のアドレス（ＩＰｉ
）を送信すること（ＥＴ５）を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ホームページを作成する前記段階及びホームページをダウンロードする前記段階（ＥＴ
４、ＥＴ５）が、
　マネージャ装置（ＭＯ）によって各主装置に対応するホームページ（ＥＰＲｊ／ＴＴｊ
）を作成する段階と、作成したホームページを対応する主装置（ＥＰＲｊ）にダウンロー
ドする段階を含み、
　各ホームページ（ＥＰＲｊ／ＴＴｊ）は、対応する主装置（ＥＰＲｊ）のプレゼンテー
ション（ＭＩｊ）と、対応する主装置専用であるマネージャ装置内のアプリケーションの
プレゼンテーション（ＴＴｊ、ＤＩｊ）とを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　ホームページを作成する前記段階及びホームページをダウンロードする前記段階が、
　前記他の主装置のプレゼンテーションおよび第１の主装置（ＥＰｉ）のプレゼンテーシ
ョンとを有するホームページを作成する段階（ＥＴ４）と、
　各主装置のホームページとして、マネージャ装置（ＥＭ）から総ての主装置に、前記ホ
ームページをダウンロードする段階（ＥＴ５）と、
で置き換えられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の方法を実行する様に構成されたマネージャ装置
。
【請求項７】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の方法を実行する様に構成された主装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、相互に接続された複数の電子装置の相互機能に関する。より詳細には、本発明
は、任意の装置から他の装置の利用可能なすべての機能に容易にアクセスするための装置
グループに関する。
【０００２】
インターネットのようなデータレートの高いデータ伝送ネットワークを介して提供される
サービスの急激な増加、ならびに入手可能なハードウェアおよびソフトウェアツールの多
様性により、電子装置特に端末の設計者はその設計の重点をこれらのネットワークへのア
クセス環境に向けるようになってきた。
【０００３】
したがって本発明は、データレートの高いデータ伝送ネットワークへのアクセス環境にお
いて多くの場合異種な装置、機器または端末の発展型相互機能を対象とする。装置は、ハ
イパーリンク、およびＨＴＭＬ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ
）プレゼンテーション、ＨＴＴＰプロトコル　（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ
ｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）を用いたクライエント／サーバタイプの機能などを利用して、イ
ンターネットソリューションの一環としてすでに設計または適合された機器または端末と
することができる。また装置は、そのハイパーテキスト機能への発展の可能性がきわめて
高いあらゆる種類の機器、たとえばファクシミリ、プリンタ、固定型または移動型電話、
留守番電話装置、ビデオテックス端末（ＭＩＮＩＴＥＬ）、インターネット、ビデオテー
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プレコーダ、テレビジョン、遠隔管理センタ、遠隔記録センタ、遠隔保守センタ、より一
般的には家庭用遠隔操作および遠隔管理センタ、それらと通信を行う制御および／または
警報装置、公共の場に置かれたサービスへのアクセス用電話端末、パーソナルコンピュー
タに内蔵または接続されたカードあるいは周辺装置などもよい。
【０００４】
ＣＭＩＰ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）プロトコルおよびＳＮＭＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）プロトコルは、現在インターネット網においてのみならずイント
ラネット網、すなわちローカルに統合された装置間においても、動作とトラフィックの管
理に寄与している。これらのプロトコルはハイパーテキスト機能を使用していない。ＣＭ
ＩＰプロトコルは、実施および運用が複雑で小型装置には適さない。特にローカルネット
ワーク用として使用されるＳＮＭＰプロトコルでは、中央管理手段と複数の被管理エージ
ェント装置との間の定期的なやり取りが極めて多く、これらの装置の同期が困難になる。
さらに、中央管理手段によるエージェント装置の認証は保証されておらず、「トラップ」
すなわちエージェント装置から管理手段に伝送される警告が失われる可能性がある。
【０００５】
また、あるアプリケーションに必要なハードウェアに対応するカードをマイクロコンピュ
ータのバスに挿入した後、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）環境において「ｐｌｕｇ　＆　ｐ
ｌａｙ」のコンセプトにより、ハイパーテキスト機能の原理に従うことなく、新しいアプ
リケーションの自動認識を行うことができる。アプリケーションの組み込みおよび／また
は使用には、ダイアログボックスを開きかつ／あるいは実行可能なプログラムを起動する
ために、マイクロコンピュータのユーザは種々の作業を行わなければならない。いかなる
自動装置も、テキスト表示やイメージ表示などの記号でユーザにアプリケーションを使用
するよう促すようにはなっていない。種々のアプリケーションを有する複数のマイクロコ
ンピュータがローカルネットワークに接続されているときも同様である。
【０００６】
本発明は、関連付けられた装置において利用可能な機能の全体あるいは一部を統合する、
発展可能なグループまたは端末を仮想的に構成するようにして、上述の従来の技術の不備
を解消することを目的とする。本発明によりグループ内の任意の装置からグループの装置
の機能へのアクセスが可能となる。
【０００７】
この目的のため、複数の主装置と、すべての主装置と通信が可能なマネージャ装置とを機
能的に関連付ける方法は、
それぞれの装置のある１つの機能への少なくとも１つのリンクを含む各装置のプレゼンテ
ーションをそれぞれの装置自体またはマネージャ装置に記憶する予備段階と、
所与の主装置を、マネージャ装置および既に関連付けられている他の主装置と関連付ける
ために、
マネージャ装置内で所与の主装置のプレゼンテーションを取り込むまたは選択する段階と
、
マネージャ装置のプレゼンテーションと、既に関連付けられている他の主装置のプレゼン
テーションと、所与の主装置のプレゼンテーションとを用いてホームページを作成する段
階と、
少なくとも主装置が他の装置の機能を使用できるように、すべての装置用のホームページ
としてすべての装置内のマネージャ装置からホームページをロードする段階と
を含むことを特徴とする。
【０００８】
本発明において、「装置の機能へのリンク」は、他のページへのナビゲーションが可能な
ハイパーリンク、書式中に含まれるコマンド、あるいは多次元表示に含まれる装置自体の
コマンドとすることができる。
【０００９】
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ホームページの動的構成により、グループ中の装置の相互機能が可能である。本発明によ
り統合される各装置は、グループの任意の装置からアクセス可能かつ利用可能である。
【００１０】
本発明による主装置のグループは、たとえばミニテル－インターネットターミナル、ファ
クシミリ、電話、テレビ、ビデオテープレコーダなど、既存の機器または端末といった主
装置の機能を発展させるものである。反対に、本発明はマネージャ装置を中心として分散
する端末の構成に寄与し、さらに主装置の機能を提供する。グループ化されたすべての装
置が利用可能な資源の共有化により、一連の機能がより低いコストで提供されるとともに
使用の快適性が向上する。
【００１１】
各装置のプレゼンテーションには、装置および／または装置によって実現可能な少なくと
も１つの機能の有意なテキストおよび／またはイメージによるプレゼンテーションを含め
ることができる。各プレゼンテーションは複数の表示モード、好ましくはテキストモード
およびイメージモードで表示することができる。そのため各装置のホームページは、その
装置で利用される表示モードの少なくとも１つに従って視覚化される。たとえばマイクロ
コンピュータの画面はプレゼンテーションをテキストモードとイメージモードで表示し、
ファクシミリの表示バーはプレゼンテーションをテキストモードのみで表示する。
【００１２】
より詳細には、ホームページにおける装置のプレゼンテーションは、装置内で読み取られ
る機能ページにリンクされ装置の機能へのリンクを含むハイパーリンクのスタートアンカ
ーとすることができる。
【００１３】
主装置からマネージャ装置への最初の接続の際、マネージャ装置により主装置にアドレス
が動的に割り当てられ、すべての装置において、装置アドレスをプレゼンテーションに対
応させるテーブルが更新されるように、それがマネージャ装置から主装置にホームページ
とともに伝送される。所与の主装置内のテーブルを用いて、副装置に表示されるホームペ
ージ内で副装置のプレゼンテーションを選択することにより、たとえば副装置によって実
行可能な機能の目次ページを読むために、選択されたプレゼンテーションと副装置の間の
ハイパーリンクが初期化される。
【００１４】
本発明の一実施形態によれば、ホームページを作成する段階は、少なくとも部分的にマネ
ージャ装置外で、電話網あるいはローカルネットワークを介してマネージャ装置にリンク
できる二次手段内で実行される。画像ベースへのアクセスを可能にするサーバ、あるいは
マイクロコンピュータのＣＰＵに接続された画面を有するビデオカードなど、ハードウェ
ア的にマネージャ装置とは別の二次手段により、より発展したマン－マシンインタフェー
スを介して、主装置を人間工学的に利用することができる。
【００１５】
特に主装置の表示手段が比較的小さいアプリケーション面を有する場合、ホームページを
構成する段階は、装置のプレゼンテーションをドーターページに割り当てること、および
ドーターページへのハイパーリンクを用いてマザーページを構成することを含むことがで
きる。
【００１６】
別の変形形態によれば、ホームページを作成しロードする段階は、マネージャ装置によっ
てホームページを作成し、主装置にそれをロードする段階で置き換えられる。各ホームペ
ージはそれぞれの第１装置のプレゼンテーションと、それぞれの主装置専用のマネージャ
装置内のアプリケーションのプレゼンテーションとを含む。この変形形態は、グループの
すべての装置を管理する装置と互いに独立した関係を持つ「個別の」主装置に特に対応す
るものである。
【００１７】
さらに別の変形形態によれば、作成しロードする段階は、
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まず、すでに関係付けられた他の主装置のプレゼンテーションと、所与の主装置のプレゼ
ンテーションを用いてホームページを作成する段階と、
すべての主装置用ホームページとして、すべての主装置内のマネージャ装置からホームペ
ージをロードする段階と
で置き換えられる。
【００１８】
この変形形態においては、マネージャ装置は画面を有さず、ハードウェア的にマネージャ
装置とは別でより人間工学的かつ進歩した簡便さをユーザに提供する第２の手段によって
支援される。
【００１９】
特に、以下の個々のグループ、すなわち、
－　マネージャ装置と主装置が、無線伝送システムまたは搬送電流伝送システムを介して
相互に接続され、それぞれ電話網および電子機器に接続することができる端末であるグル
ープ、
－　マネージャ装置と主装置が、無線伝送システムあるいは搬送電流伝送システムを介し
て相互に接続され、それぞれがマイクロコンピュータ、および電話網に接続することがで
きる端末であるグループであって、
大半の主装置が改良されたマネージャ装置の機能を利用できるように、それぞれのマネー
ジャ装置が所与の主装置専用であり、それぞれの主装置のプレゼンテーションとマネージ
ャ装置内の専用のアプリケーションのプレゼンテーションとを含むホームページを構成す
る際に特に適合されたグループ、および
－　マネージャ装置および主装置がマイクロコンピュータのＣＰＵ、およびＣＰＵのバス
に接続された電子カードであるグループ
が発明の範囲に入る。
【００２０】
本発明の他の特徴および利点は、対応する添付の図面を参照して行う本発明の好ましい実
施形態についての以下の記述を読めばより明らかになるであろう。
【００２１】
本発明の方法の諸段階をよりよく理解するため、図１に示す方法の第１の実施方法を参照
しながら、たとえば欧州デジタル化音声無線通信規格ＤＥＣＴ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｅｕｒ
ｏｐｅａｎ　Ｃｏｒｄｌｅｓｓ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）に準拠したロ
ーカル無線伝送システムにおける方法を詳細に説明する。図１においては、インターネッ
トアクセス端末はモデムを具備し、ユーザの電話線によって電話網ＲＴに接続される。イ
ンターネットアクセス端末はローカル無線伝送システムを介して、たとえば受話器ＣＴ、
ファクシミリＦＡＸ、テレビ－ビデオテープレコーダＴＭ、留守番電話ＲＥ、衛星によっ
て中継されるテレビの信号を復号するデコーダＤＴＶなどの「移動」周辺装置と関連付け
られた基地局ＳＴを構成する。
【００２２】
本発明において、基地局ＳＴ、ならびに移動周辺装置ＣＴ、ＦＡＸ、ＴＭ、ＲＥ、および
ＤＴＶは、主装置ＥＰ０～ＥＰ５のグループを構成する。主装置の機能は、単一の機器内
にまとめられるのではなく、「一装置＝１つまたは複数の機能」という関係に従って物理
的に割り当てられ、主装置ＥＰ０～ＥＰ５のグループは「分散端末」と等価である。各移
動式周辺装置ＣＴ、ＦＡＸ、ＴＭ、ＲＥおよびＤＴＶは、デジタル伝送プロトコル信号の
やりとりにより、基地局ＳＴから明瞭に認識される。基地局は複数の移動周辺装置に接続
され、１つの移動周辺装置から他の周辺装置への伝送、あるいは基地局から１つまたは複
数の移動周辺装置への伝送を実行する。無線伝送技術による各装置は、基地局を会話モー
ドで運転するためのチャネルを有し、別の周辺装置に対して別のチャネルを開くことが可
能である。
【００２３】
主装置ＥＰ０～ＥＰ５は、独立してかつ／または自律的に、電話、ファクシミリ、テレビ
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、ビデオテープレコーダ、マイクロコンピュータ内蔵カード、ビデオテックス端末、イン
ターネットアクセス端末、留守番電話装置など知られている方法の、１つまたは複数の機
能へのアクセスを実現および／または実行する、ハードウェアおよび／またはソフトウェ
アの一連の手段として規定される。各主装置ＥＰ０～ＥＰ５は、先験的にマルチメディア
、すなわちＨＴＭＬ言語（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｍａｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）あるい
は互換性のあるＨＴＭＬ（ＸＭＬ）でのハイパーリンク、データ収集入力フィールドおよ
び／またはチェックボックスおよび／またはラジオボタンを用いた書式集、ＶＲＭＬタイ
プのディスプレーデータなどであり得るリンクを含む、１つまたは複数のページを介して
、グループの別の各主装置により自由に利用できる全機能にアクセスすることが可能であ
る。
【００２４】
基地局ＥＰ０＝ＳＴにおけるインターネットの高速データレートデータ伝送網へのアクセ
ス機能とファクシミリＥＰ２＝ＦＡＸの印刷機能の統合により、ファックス機能は基地局
における「ミニテル－インターネット」機能のより充実したマン／マシンインタフェース
を継承している。オンラインサービスから受信したＷＥＢページは「ミニテル－インター
ネット」機能から印刷される。
【００２５】
他の使用によれば、基地局ＥＰ０＝ＳＴにおけるインターネットの高速データ伝送網への
アクセス機能と、デコーダＥＰ５＝ＤＴＶにおけるコード化テレビ信号のデコード機能の
統合により、ここで意識的に簡素化されたデコーダＤＴＶは、キーボードおよび／または
モニタを有さないか小型キーボードおよび／または小型モニタを有する限りにおいては、
基地局のマン／マシンインタフェースにおいて、テレコマース活動、あるいはたとえば選
択された映画をビデオテレビＥＰ３＝ＴＭによって表示するための料金のロードおよび／
またはその行為に対する支払いのために、ミニテル－インターネット端末のカード読み取
り装置およびインターネットへのアクセス可能性を使用する。
【００２６】
本発明によれば、無線リンクなど主装置のリンク方式あるいは手段の如何に関わらず、主
装置ＥＰ０～ＥＰ５の発展型相互接続を実施するために、適切な１つのプロトコル階層あ
るいは複数のプロトコル要素が主装置に組み入れられる。ＲＦＣ（Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｆｏ
ｒ　Ｃｏｍｍｅｎｔｓ）　１５４１）コメントの呼出しを有する、ＤＨＣＰ（Ｄｙｎａｍ
ｉｃ　Ｈｏｓｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）型のアドレスの動的
割り当てプロトコル要素が適している。各主装置は少なくとも１つの「ホームページの動
的作成支援インタフェース」、すなわち主装置の問い合わせと、主装置によるＩＰアドレ
ス（インターネット・プロトコル）の割り当て請求の伝送に必要なハードウェアおよびソ
フトウェア手段を具備する。
【００２７】
主装置におけるホームページの動的作成支援インタフェースは、グループへの主装置の付
加の際、あるいはグループへの別の主装置の付加の際に使用される。
【００２８】
ＩＰアドレスの割り当てにより統合すべき装置の認識および関連付け、ならびにグループ
ＰＧのホームページの作成を実行するため一時的に使用される「ホームページの動的作成
」のインタフェースは、以下マネージャ装置ＥＭと呼ぶ主装置ＥＰ０～ＥＰ５のうちの１
つの中に含まれる。変形形態においては、マネージャ装置を規定するインタフェースは、
機能上、一部が副装置側に移行され、所与の副装置から実行または活動化されるタスクを
有する。副装置は電話網ＲＴあるいは主装置の統合を目的としたローカルネットワークを
介してアクセス可能であるが、それ自体は統合すべき主装置に属さない。別の変形形態に
よれば、マネージャ装置を規定するインタフェースは、サーバ、ブリッジ、結合装置等、
電話網ＲＴを介してアクセス可能なオンラインサービスを介して実行または活動化される
タスクを有する。
【００２９】
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「ホームページの動的作成」のインタフェースと「ホームページの動的作成の支援」イン
タフェースは、マネージャ装置が当該グループの主装置であるとき、マネージャ装置に含
まれる。
【００３０】
以下の記述においては、図１に示すグループ中の基地局ＥＭ＝ＥＰ０＝ＳＴはマネージャ
装置ＥＭとして装備される。
【００３１】
図２に示すように、本発明による装置の機能的関連付け方法は、主として主装置ＥＰ１～
ＥＰ５のいずれか１つのＥＰｉの付加に関し、主要な８段階ＥＴ０～ＥＴ７を含む。ＥＰ
ｉについては以下に示され、少なくともマネージャ装置ＥＭを含むグループ中にあり、ｉ
は１から５までの整数である。
【００３２】
本発明の特徴によれば、主装置ＥＰｉは、本装置の全体的な特徴となるプレゼンテーショ
ンＰＲｉによって識別される。主装置ＥＰｉのプレゼンテーションＰＲｉに関する以下の
知見はすべて、マネージャ装置ＥＭ＝ＥＰ０のプレゼンテーションＰＲＯに適用される。
【００３３】
本装置の写真は装置をごく簡単に識別するものであり、一般向け環境によく適合したプレ
ゼンテーションである。たとえば、プレゼンテーションは複数の次元および／またはフォ
ーマットにしたがって、かつ／またはより詳細には、装置が提供する主な使用法に従って
記録される。別の変形形態によれば、このプレゼンテーションは、主装置において使用可
能な主要アプリケーションあるいは機能の目次ページ、あるいは記入すべきテキスト項目
を含む書式集、あるいはリンク、すなわち本発明においては、たとえば「ＥＮＶＯＹＥＲ
（送る）」などのコマンドである。
【００３４】
任意の所与の主装置のプレゼンテーションは、１つまたは複数のリンクのプレゼンテーシ
ョンを有し、したがって各リンクは、各装置内にポインタ、すなわちユーザが、前記所与
の主装置において読まれた新しいページのアドレス、あるいは前記所与の主装置において
実行すべき機能のメニューコマンドを指定するためにクリックあるいは選択するスタート
アンカーとなる。たとえば、アドレスは前記所与の主装置において使用可能な機能の目次
ページのゴールアンカである。
【００３５】
所与の主装置のプレゼンテーション内のリンクは、所与の主装置の内部リンクであるが、
他の装置においては外部リンクである。
【００３６】
本発明において、リンクは、スタートアンカーと、ゴールアンカによりアドレスされるゴ
ールゾーンとを有するハイパーリンクとすることができ、主としてテキストモード、すな
わち英数字を含むモードによるものであり、かつ／またはたとえば図やロゴタイプあるい
は装置を識別する写真を含む画像モードによるものであり、かつ／または機能を命令する
ための多元的表示あるいはアイコンとすることも、さらにはビデオシーケンスが次々と現
れるフレームからのマルチメディアリンクとすることも可能である。文字および／または
画像は、音声および／またはビデオシーケンスと結びつくことが可能であり、さらには、
音声シーケンスにおける言葉またはビデオシーケンスにおける画像自体を、ハイパーリン
クまたはコマンドのスタートアンカーとすることができる。たとえば、機能の目次を表す
音声シーケンスへの音声ハイパーリンクのスタートアンカーは、音声合成によりプレゼン
テーションの複数の語が再現された後に、マイクの前で発音され選択される言葉とするこ
とができる。したがって、これら種々のハイパーリンクモードは、リンクにマルチメディ
ア性を付与する。
【００３７】
主装置ＥＰｉがそれ自体で前述のすべてのリンクモードを管理あるいは解釈することがで
きない場合、主装置ＥＰｉは、少なくともリンクの主要な２つのモード、すなわちテキス
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トモードと画像モードとを含むより内容の豊かなプレゼンテーションＰＲｉを、グループ
の他の主装置に提供する。
【００３８】
段階ＥＴ０では、プレゼンテーションＰＲｉは主装置ＥＰｉの常駐メモリにおいて設計さ
れ記憶される。すなわち、プレゼンテーションは装置の製造者によってあらかじめ設計さ
れロードされるか、装置のユーザにより、たとえばダウンロードあるいはユーザの手動デ
ータ入力を介して、認識、修正、および／または補完される。他の変形形態によれば、装
置ＥＰ０～ＥＰ５のプレゼンテーションＰＲ１～ＰＲ５は、少なくとも一部、マネージャ
装置ＥＭ内で設計され記憶される。
【００３９】
しかしながら変形形態においては、主装置ＥＰｉの製造者は、装置のプレゼンテーション
ＰＲｉの更新を許さず、登録記号として保護することが重要である。この場合、主装置が
たとえばこの作成されたホームページ、あるいは作成されたホームページが複数のページ
に階層化された場合の「ドーター」ページにおいて、主装置が提供を始めたばかりのプレ
ゼンテーションの「サイン」を認識しなければ、主装置は他の装置と他の装置に結びつい
たハイパーメディア機能において作成ホームページのようなページを取り込むことを拒否
する。より正確には、主装置は、主装置のプレゼンテーションではないチェックされたス
タートアンカーをホームページにおける始まりとする、ハイパーリンクのスタートアンカ
ーを取り込むことを拒否する。
【００４０】
本来の意味での関連付けの最初の段階ＥＴ１では、所与の主装置ＥＰｉを初めてマネージ
ャ装置ＥＭに「接続」する。図１に示す最初の例によれば、主装置ＥＰｉすなわち移動周
辺装置は、マネージャ装置ＥＭすなわち基地局のカバーゾーンにおいてその存在を知らせ
る。
【００４１】
段階ＥＴ２は、マネージャ装置ＥＭと所与の主装置ＥＰｉの「ペアリング」が、段階ＥＴ
３でマネージャ装置が所与の主装置ＥＰｉのプレゼンテーションＰＲｉを取り込みあるい
は選択して送るようにするために、プロトコルＤＨＣＰに従いマネージャ装置によって所
与の主装置ＥＰｉに伝送されるＩＰｉアドレスの動的割り当ての要求から始まる。
【００４２】
より一般的には、マネージャ装置はそれぞれ異なったアドレスを主装置ＥＰ０～ＥＰ５ま
で機能上の関連付けに応じて割り当てる。アドレスは「アドレスＩＰｉ／プレゼンテーシ
ョンＰＲｉ」の通信テーブル中に格納される。そのためマネージャ装置は関連した主装置
の上の階層でＩＰあるいはＴＣＰ／ＩＰにアクセスすることができる。
【００４３】
各装置はアドレスＩＰｉによって識別されたクライアント／サーバとして構成される。各
装置は、テキストオンリー、テキストおよび画像等の表示および／または指示特性に応じ
て設計されたナビゲータ（ブラウザ）を備える。
【００４４】
装置の統合は、統合される装置の数を限定し、かつ／または各装置の使用の権利あるいは
条件などを規定するようにユーザが選択することにより行われる。
【００４５】
グループに加えるべき主装置が既に「ホームページの動的作成の支援」インタフェースと
「ホームページの動的作成」インタフェース、すなわち「主装置」機能と「マネージャ装
置」機能を含むときには、「ホームページの動的作成」インタフェースは、手動ポジショ
ニングによって使用不能とされ、かつ／または加えるべき主装置が装置の第１装置でない
場合、および／または既に宣言したマネージャ装置が、たとえばグループの中で対立する
複数のマネージャ装置の衝突を避けるため、装置の第１装置に対しプレゼンテーションを
提示するよう求める場合には、「ホームページの動的作成」インタフェースは自ら使用不
能となる。
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【００４６】
次の段階ＥＴ３の開始時、所与の主装置ＥＰｉとのデータの交信を可能にする物理的階層
が順次あるいは同時に示された後、マネージャ装置ＥＭはダウンロードによって主装置Ｅ
ＰｉのプレゼンテーションＰＲｉを取り込む。特に、ハイパーテキストＨＴＭＬあるいは
ＸＭＬ等、互換性のある言語による主装置ＥＰｉのテキスト・プレゼンテーションおよび
／または画像プレゼンテーション、および、プレゼンテーションＰＲｉ中に含まれ、オブ
ジェクトにアクセスするために通るパスの情報を含むインプットアドレスＵＲＬ（Ｕｎｉ
ｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）により、機能の目次ページあるいは主装
置ＥＰｉの機能などのオブジェクトに直接通じている各リンクが取り込まれる。より一般
的には、取り込まれるプレゼンテーションはマルチメディアであり、言い換えればテキス
ト、画像、ビデオ、音声の各モードのリンクを含む。
【００４７】
所与の主装置ＥＰｉのプレゼンテーションＰＲｉはファイルとして所与の主装置ＥＰｉの
アドレスＩＰｉに関連付けられる。それにより、「アドレスＩＰｉ／プレゼンテーション
ＰＲｉ」対応テーブルはマネージャ装置ＥＭ内で更新される。
【００４８】
次の段階ＥＴ４では、マネージャ装置ＥＭは、マネージャ装置ＥＭのプレゼンテーション
ＰＲＯと、所与の主装置ＥＰｉがマネージャ装置と関連付けられる最初の装置である場合
にはプレゼンテーションＰＲｉを用いて、グループのホームページＰＧを作成するか、プ
レゼンテーションＰＲＯとすでに関連付けられた主装置の構成を用いて既に作成されたホ
ームページに、所与の装置のプレゼンテーションＰＲｉを付加する。グループのホームペ
ージＰＧ、たとえばＨＴＭＬあるいはＶＲＭＬページにおいては、プレゼンテーションＰ
Ｒｉは、前述のテーブルの中に格納されクライアント／サーバ機能に必要なアドレスＩＰ
ｉに対応する。ホームページの開設あるいは廃止は、主装置を動的にリンクするツールで
ある。
【００４９】
一般的に、マネージャ装置ＥＭはテキストモードおよび画像モードの２つのモードにより
ホームページを作成し、場合によってはそれぞれが音声および／またはビデオに結び付け
られる。
【００５０】
テキストモードによるホームページは、マネージャ装置の「ホームページの動的作成」の
インタフェースにおいて、常時利用可能な所定のナビゲーション（ブラウザ）プログラム
によるホームページ中に相互に自動的に配置される主装置のプレゼンテーションのテキス
トを含む。たとえば、テキストモードのプレゼンテーションは、主装置を示すアンダーラ
インを引いた語あるいは語群によって構成されるＨＴＭＬ外部ハイパーテキストリンクを
用いて、主装置が付加される毎に順次上から下へと表示される。テキストモードのプレゼ
ンテーションは、当該装置が実施可能な機能の数語のリストを直後にともなう装置の名称
を含むことができる。
【００５１】
画像モードのホームページは、マネージャ装置において、常時利用可能な所定のナビゲー
ション（ブラウザ）プログラムによるホームページの中に、相互に自動的に配置される装
置のプレゼンテーション画像を含む。たとえば、画像モードのプレゼンテーションは、主
装置が付加される毎に右から左、上から下へと表される。装置の画像モードのプレゼンテ
ーションは、たとえば色付きの線によって縁取られ、主装置を示す画像あるいはビデオシ
ーケンスによって構成された、少なくとも１つの画像モードのリンクを含む。フレーム付
き画像はクリッカブル画像であり、アクティブ画像とも呼ばれる。
【００５２】
変形形態によれば、構成の語と画像を組み合わせるモードは、ホームページの他のモード
を構成する。たとえば、各プレゼンテーションは、装置の画像および／または機能の画像
を、装置のテキストの語および／または機能のテキストの言葉を組み合わせ、かつ／また
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は他の変形形態によれば、装置の音声語および／または機能の音声語と組み合わせる。
【００５３】
プレゼンテーションの各モードは、寸法自動調整セルの表内に編成される他の変形形態に
よれば、主装置のプレゼンテーションにそれぞれ割り当てられたセルである。
【００５４】
さらに段階ＥＴ５では、マネージャ装置ＥＭは、少なくとも装置ＥＰｉのプレゼンテーシ
ョンＰＲｉと、特にすべての主装置ＥＰ０＝ＥＭ～ＥＰ５内で、少なくともテキストモー
ドと画像モードにより作成されたグループのホームページＰＧをダウンロードすることが
好ましい。グループの中ですでに関連付けられた主装置中にあらかじめ記憶されたホーム
ページは、自動的に消去されるか、他の変形形態によれば、更新される。「アドレスＩＰ
ｉ／プレゼンテーションＰＲｉ」の対応テーブルも、全主装置ＥＰ１～ＥＰ５において更
新されるため、同様にマネージャ装置ＥＭによりダウンロードされる。
【００５５】
このようにして統合された主装置ＥＰ０＝ＥＭ～ＥＰ５のホームページは、統合された主
装置のプレゼンテーションの並置によって形成されたグループの装置のプレゼンテーショ
ンとなる。したがって、グループの装置はより数の多い機能を持つ他のグループの中に加
えるべき主装置を構成することができる。グループの装置のプレゼンテーションは、グル
ープＥＰ０＝ＥＭ～ＥＰ５を示すハイパーリンクであるか、グループＥＰ０＝ＥＭ～ＥＰ
５の中に含まれる全主装置をそれぞれに示すリンク全体であるか、もしくはその両方であ
る。この場合、段階ＥＴ５では、グループのホームページＰＧは、前記他のグループの中
の主装置へグループのホームページＰＧを送信するため、前記別のグループのマネージャ
装置にダウンロードされる。
【００５６】
各主装置ＥＰ０＝ＥＭ～ＥＰ５は、グループのホームページＰＧに応答して、段階ＥＴ６
での表示特性に対し最も適合するホームページ表示モードを選択する。たとえば主装置内
での表示がテキストモードでしか行われない場合には、表示されるホームページはテキス
トしか含まないが、表示が画像モードによっても行われる場合には、表示されるホームペ
ージは画像しか含まないか、テキストと画像の組み合わせを含む。
【００５７】
主装置ＥＰｉのプレゼンテーション内に含まれ、主装置ＥＰｉにロードされたホームペー
ジ内に表示される内部リンクのスタートアンカーを選択クリックすることにより、機能の
目次リストにアクセスするか、たとえば主装置ＥＰｉの機能のうちの１つを選択すること
ができる。主装置ＥＰｉにロードされたホームページ内の外部リンクのスタートアンカー
を選択クリックすることにより、たとえば別の主装置の機能の目次リストあるいはこの別
の主装置の機能のうちの１つにアクセスすることができるこの別の主装置のプレゼンテー
ションが選択される。この選択クリックにより、任意の主装置からグループの別の装置内
で利用可能な機能のすべてまたは一部を使用することができる。反対に、グループの任意
の別の装置から主装置ＥＰｉへのアクセスおよびその使用が可能である。
【００５８】
主装置の機能のレベルにおける１つまたは複数のリンクにより、複数の装置に共通なホー
ムページへの復帰または別の装置の機能へのアクセスが可能である。これらリンクは共通
のホームページの受信に応答して主装置自身によって確立される。
【００５９】
次に、すでに構成されたグループに主装置を加入させる必要が生じる毎に、最終段階ＥＴ
７で前段階が繰り返される。マネージャ装置ＥＭがホームページにその主装置のプレゼン
テーションを加え、そのホームをすべての主装置にダウンロードする一方で、グループの
各主装置は旧ホームページを追加ホームに置き換えるか、旧ホームページを更新する。こ
のように、最近グループに加入した主装置内で利用可能な機能を追加することにより、主
装置ＥＰ０＝ＥＭ～ＥＰ５のグループは段階を追ってモジュール的に増設される。
【００６０】
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前出の例では、基地局であるマネージャ装置ＥＰ０＝ＥＭと、移動周辺装置である主装置
ＥＰ１～ＥＰ５の間の関係は、小規模イントラネット網と等価のものを構成している。Ｌ
ＡＮで動的に結合および／またはグループ化しようとする装置の集まりは、この小規模イ
ントラネット網という概念により、選択および／または規定される。
【００６１】
所与の主装置ＥＰｉは一旦関連付けがなされると、転送プロトコルＨＴＴＰを使用してグ
ループ内の別の装置において利用可能な情報にアクセスする。しかしながら、検索される
各対象毎にこれら２つの装置間で接続が確立されるのを防止するために、これら２つの装
置間のリンクが維持され、同一ページの全対象が転送される。処理済テキスト、アクセン
ト記号付き文字、画像、音声、ビデオ等、異なるフォーマットの要素は、あらゆる装置が
別の任意の装置と通信ができるよう、ＭＩＭＥ（Ｍｕｌｔｉｐｕｒｐｏｓｅ　Ｉｎｔｅｒ
ｎｅｔ　Ｍａｉｌ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎｓ）ファイルフォーマットの識別仕様に従って伝
送される。装置間のやり取りはＴＣＰ／ＩＰモードで行われる。
【００６２】
各装置は、たとえばマウス、キーボード、タッチスクリーン、音声認識、ジョイスティッ
ク、カーソル移動／キーボードの確定キーの組み合わせによる選択／指定等、類似したあ
るいは異なったナビゲーション／選択要素、ならびに他のリンクまたは他のマークにラン
クを付与するインタフェースを具備することもしないこともある。
【００６３】
各装置は独自のマン／マシンインタフェースを提供するが、クライアント装置は、クライ
アントにとって最も好都合なマン／マシンインタフェースの装置、すなわち、モニタ、キ
ーボード、マウス等を含み最良の使用快適性を有する装置を使用して装置グループ全体に
アクセスする。これにより、クライアント装置に提供される機能が特に置き換えにより有
利にはモジュール的に増設され、かつ／または、小型キーボードおよび／またはモニタを
有する簡易装置グループが提案され、それにより、配慮が必要な操作は、パーソナルコン
ピュータ、インターネットアクセス端末等、より発展した装置を介して最大限の快適性お
よび／またはユーザフレンドリ性および／または安全性をもって行われることに留意され
たい。
【００６４】
グループの装置間を接続する種類ならびに方法は、たとえば有線接続、ＧＳＭまたはＤＥ
ＣＴ型無線接続、あるいは搬送電流接続等、種々のものにすることができる。しかしなが
ら装置はＨＴＭＬハイパーテキストコードおよびブラウザと同様の機能を有することから
、本発明はたとえば、マネージャ装置ＥＭ＝ＳＴ内の設備から装置ＥＰ３＝ＴＭ内にビデ
オテープレコーダをプログラムし、装置ＥＭ内で閲覧中のＷＥＢページをファックスＥＰ
２＝ＦＡＸにより印刷し、「テレビ＋リモートコントローラ」装置のリモートコントロー
ラのキーボードを使用して暖房設備の制御装置をプログラムする等といった可能性を提供
する。
【００６５】
知られている一連の機能にいくつかの装置を関連付けることを主眼とする本方法の他の実
施例を以下に記述する。以下の例に記載の構成においては、下線付きの語および反応画像
と呼ばれる画像は、装置へ、または装置に関するページまたは機能へのＨＴＭＬハイパー
リンクのスタートアンカーである。
【００６６】
第２の実施例によれば、２つの主装置ＡおよびＢは、図３に示すプレゼンテーションＰＲ
ＡおよびＰＲＢを有する。装置Ａは、モニタを有しマネージャ装置として動作するミニテ
ル－インターネット端末である。この装置は、「ミニテル－インターネット」テキストモ
ード、および装置Ａの写真に関しての画像モードに従い、プレゼンテーションＰＲＡを記
憶している。装置Ｂは、３行のテキストの表示バーを含むＧａｌｅｏ　２６１０型三重機
能電話装置であり、「Ｇａｌｅｏ　２６１０（電話、ファックス、留守番電話）」テキス
トモード、および装置Ｂの写真に関しての画像モードに従い、プレゼンテーションＰＲＢ
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を記憶している。このようにテキストモードのプレゼンテーションＰＲＢは、装置Ｂと、
装置Ｂにより実施可能な機能を識別する３語とのハイパーテキスト名称を含む。
【００６７】
装置ＡおよびＢは、装置ＡおよびＢのメモリ内で読まれるプレゼンテーションＰＲＡおよ
びＰＲＢに応じてマネージャ装置によりＨＴＭＬハイパーテキストによるホームページが
作成される１つのグループ装置ＡＢにまとめられる。本発明によれば、２つの装置Ａおよ
びＢの機能を提供するグループ装置ＡＢは、グループＡＢの外部装置およびグループ装置
ＡＢが別のグループに含まれていれば、装置Ａおよび／または装置Ｂおよび／またはこの
外部装置から使用することができる。このようにして構成される装置ＡＢの機能は、ハイ
パーリンクにより装置Ａからも装置Ｂからもアクセスすることができる。
【００６８】
装置Ａのモニタは、ＨＴＭＬページ内に含まれる反応画像または非反応画像を表示するこ
とができる。したがって、装置Ａからの装置ＡＢはテキストモードおよび／または画像モ
ードで使用することができる。
【００６９】
図３Ａに示すように、装置Ａから見たグループ装置ＡＢのホームページＡＢ／Ａは、装置
ＡおよびＢ内で読まれるプレゼンテーションＰＲＡおよびＰＲＢ内の２つの画像モードハ
イパーリンクで構成される。ホームページＡＢ／Ａ内のプレゼンテーションの配置は右か
ら左かつ上から下であるが、たとえばアルファベット順による変形形態では、マネージャ
装置Ａによって課される。装置Ａが備えるたとえばマウスにより、装置Ａのモニタに表示
される装置ＡＢのホームページＡＢ／Ａ内の上の画像ＰＲＡを指定／選択する、すなわち
「ダブルクリック」することにより、テキストモードおよび画像モードのリンクで作成さ
れたＨＴＭＬプレゼンテーションをそれ自体も有することができる装置Ａのスタートホー
ムページＡ／Ａにアクセスすることができる。装置Ａのモニタから見られる装置ＡＢのホ
ームページＡＢ／Ａ内の下の画像ＰＲＢを指定／選択することにより、装置Ｂのスタート
ホームページＢ／Ａであって、テキストモードおよび画像モードによるリンクをともなう
装置Ｂの目次のプレゼンテーションが提供されているため好ましくは画像で表示されるホ
ームページにアクセスすることができる。
【００７０】
装置Ｂの表示バーは、テキストおよびいくつかの特別なグラフのみを表示することができ
る。したがって装置Ｂからの装置ＡＢの使用はテキストモードでのみ可能である。
【００７１】
図３Ｂに示すように、装置Ｂから見たグループ装置ＡＢのホームページＡＢ／Ｂは、装置
Ａへの「ミニテル－インターネット」テキストモード表示の外部ハイパーリンクと、「Ｇ
ａｌｅｏ　２６１０」テキストモード表示の内部ハイパーリンクと、「（電話、ファック
ス、留守番電話）」テキストモードの目次の３つの内部リンクとで構成される。ホームペ
ージＡＢ／Ｂ内のプレゼンテーションＰＲＡおよびＰＲＢの配置は上から下であるが、た
とえばアルファベット順による変形形態では、マネージャ装置Ｂによって課される。装置
Ｂが備えるたとえば上下キーおよび確定キーで「ミニテル－インターネット」を指定／選
択することにより、画像なしテキストモードで読まれる装置Ａのホームページ〔Ａ／Ｂ〕
にアクセスすることができる。装置Ｂが備えるたとえば上下キーおよび確定キーで「Ｇａ
ｌｅｏ　２６１０」を指定／選択することにより、装置Ｂのホームページ〔Ｂ／Ｂ〕にア
クセスすることができる。すると、画像なしで表示されるＨＴＭＬを有する装置Ｂの初期
動作に復帰する。
【００７２】
図示する実施形態によれば、装置Ｂは３行表示バーを具備するので、装置Ｂ上ではホーム
ページ〔Ａ／Ｂ〕、〔Ｂ／Ｂ〕の一部しか表示されない。図３Ｂ内のＡ／Ｂ、Ｂ／Ｂに示
すようなホームページ〔Ａ／Ｂ〕、〔Ｂ／Ｂ〕の全体を把握するためには、上下キーで装
置Ｂの表示バーの線の上下方向スクロールを行う必要がある。
【００７３】
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第３の実施例によれば、２つの主装置ＤおよびＥは、図４に示すプレゼンテーションＰＲ
ＤおよびＰＲＥを有する。装置Ｄは、モニタを有しマネージャ装置として動作する遠隔監
視端末である。この装置は、「遠隔監視中央装置」テキストモード、および装置Ｄの写真
に関しての画像モードに従い、プレゼンテーションＰＲＤを記憶している。装置Ｅは、４
行のテキスト表示バーを含む家庭用暖房装置の管理制御装置であり、「暖房管理」テキス
トモード、および管理制御装置を想起する写真に対する画像モードに従ってプレゼンテー
ションＰＲＥを記憶している。
【００７４】
装置ＤおよびＥは、装置ＤおよびＥのメモリ内で読まれるプレゼンテーションＰＲＤおよ
びＰＲＥに応じてマネージャ装置ＤによりＨＴＭＬハイパーテキストによるホームページ
が作成される１つのグループ装置ＤＥにまとめられる。本発明によれば、２つの装置Ｄお
よびＥの機能を提供するグループ装置ＤＥは、グループＤＥの外部装置およびグループ装
置ＤＥが別のグループに含まれていれば、装置Ｄおよび／または装置Ｅおよび／またはこ
の外部装置から使用することができる。このようにして構成される装置ＤＥの機能は、ハ
イパーリンクにより装置Ｄからも装置Ｅからもアクセスすることができる。
【００７５】
装置Ｄのモニタは、ＨＴＭＬページ内に含まれる反応画像または非反応画像を表示するこ
とができる。したがって、装置Ｅからの装置ＤＥはテキストモードおよび／または画像モ
ードで使用することができる。
【００７６】
図４Ｄに示すように、装置Ｄから見たグループ装置ＤＥのホームページＤＥ／Ｄは、装置
ＤおよびＥ内で読まれるプレゼンテーションＰＲＤおよびＰＲＥ内の２つの画像モードハ
イパーリンクで構成される。ホームページＤＥ／Ｄ内のプレゼンテーションの配置は右か
ら左かつ上から下であるが、たとえばアルファベット順による変形形態では、マネージャ
装置Ｄによって課される。装置Ｄが備えるたとえばマウスにより、装置Ｄのモニタに表示
される装置ＤＥのホームページＤＥ／Ｄ内の右の画像ＰＲＤを指定／選択する、すなわち
「ダブルクリック」することにより、テキストモードおよび画像モードのリンクで作成さ
れたＨＴＭＬ構成をそれ自体も有することができる装置ＤのスタートホームページＤ／Ｄ
にアクセスすることができる。装置Ｄのモニタから見られる装置ＤＥのホームページＤＥ
／Ｄ内の左の画像ＰＲＥを指定／選択することにより、装置ＥのスタートホームページＥ
／Ｄであって、画像モードによるリンクをともなう装置Ｅの目次のプレゼンテーションが
提供されていないためテキストおよびテキストモードによるリンクしかない状態で表示さ
れるホームページにアクセスすることができる。変形形態では、ホームページＥ／Ｄ内の
プレゼンテーションＰＲＥおよびテキストモードにおけるリンクに、それぞれ合成音声メ
ッセージを指定するゴールアンカが添付される。
【００７７】
装置Ｅの表示バーは、テキストおよびいくつかの特別なグラフのみを表示することができ
る。したがって装置Ｅからの装置ＤＥの使用はテキストモードでのみ可能である。
【００７８】
図４Ｅに示すように、装置Ｅから見たグループ装置ＤＥのホームページＤＥ／Ｅは、装置
Ｄへの「遠隔監視中央装置」テキストモード表示の外部ハイパーリンクと、「暖房管理」
テキストモード表示の内部ハイパーリンクとで構成される。ホームページＤＥ／Ｅ内のプ
レゼンテーションＰＲＤおよびＰＲＥの配置は上から下であるが、たとえばアルファベッ
ト順による変形形態では、主装置Ｅによって課される。装置Ｅが備えるたとえば上下キー
および確定キーで「遠隔監視中央装置」を指定／選択することにより、画像なしテキスト
モードで読まれる装置Ｄのホームページ〔Ｄ／Ｅ〕にアクセスすることができる。装置Ｅ
が備えるたとえば上下キーおよび確定キーで「暖房管理」を指定／選択することにより、
装置Ｅのホームページ〔Ｅ／Ｅ〕にアクセスすることができる。すると、画像なしで表示
されるＨＴＭＬを有する装置Ｅの初期動作に復帰する。
【００７９】
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図示する実施形態によれば、装置Ｅは４行表示バーを具備するので、装置Ｅ上ではホーム
ページ〔Ｄ／Ｅ〕、〔Ｅ／Ｅ〕の一部しか表示されない。図４Ｅ内のＤ／Ｅ、Ｅ／Ｅに示
すようなホームページ〔Ｄ／Ｅ〕、〔Ｅ／Ｅ〕の全体を把握するためには、上下キーで装
置Ｅの表示バーの線の上下方向スクロールを行う必要がある。
【００８０】
第４の実施例によれば、前出の主装置Ａ、Ｂ、ＤおよびＥはグループ装置ＡＢＤＥにまと
められる。本発明によれば、４つの装置Ａ、Ｂ、ＤおよびＥの機能を提供するグループ装
置ＡＢＤＥは、グループＡＢＤＥの外部装置およびグループ装置ＡＢＤＥが別のグループ
に含まれていれば、装置Ａおよび／または装置Ｂおよび／または装置Ｄおよび／または装
置Ｅおよび／またはこの外部装置から使用することができる。このようにして構成される
装置ＡＢＤＥの機能は、ハイパーリンクにより装置Ａ、Ｂ、ＤおよびＥのいずれからもア
クセスすることができる。
【００８１】
この第４の実施例においては、装置ＡおよびＤは、ＨＴＭＬページ内に含まれる反応画像
または非反応画像を表示するためのモニタを具備する。装置ＡおよびＤのうちの一方は、
装置Ａ、Ｂ、ＤおよびＥ内で読まれるプレゼンテーションＰＲＡ、ＰＲＢ、ＰＲＤおよび
ＰＲＥに応じてグループ装置ＡＢＤＥのＨＴＭＬハイパーテキストによるホームページを
作成するグループのマネージャ装置である。したがって、装置ＡまたはＤからの装置ＡＢ
ＤＥはテキストモードおよび／または画像モードで使用することができる。
【００８２】
図５に示すように、装置ＡまたはＤから見たグループ装置ＡＢＤＥのホームページＡＢＤ
Ｅ／ＡＤは、装置Ａ、Ｂ、ＤおよびＥのメモリ内で読まれるプレゼンテーションＰＲＡ、
ＰＲＢ、ＰＲＤおよびＰＲＥ内の４つの画像モードハイパーリンクで構成される。「家」
の画像または「ファックス」の画像を指定／選択する、すなわち、装置ＡまたはＤから見
てグループ装置ＡＢＤＥのホームページＡＢＤＥ／ＡＤ内の右下の画像ＰＲＥまたは左下
の画像ＰＲＢを装置ＡまたはＢが装備するマウスで「ダブルクリック」することにより、
装置ＥまたはＢの目次のプレゼンテーションがテキストモードおよび画像モードによる内
部リンクと共に提供されている場合は、テキストモードおよび画像モードによるリンクで
作成されるＨＴＭＬプレゼンテーションを有することができる装置ＥまたはＢのスタート
ホームページ（目次）にアクセスすることができる。
【００８３】
装置ＢおよびＥはそれぞれ、テキストおよびいくつかの特別なグラフのみを表示するため
の表示バーを具備するので、装置ＢまたはＥから見たグループ装置ＡＢＤＥのホームペー
ジＡＢＤＥ／ＢＥは、装置Ａ、Ｂ、ＤおよびＥ内で読まれるプレゼンテーションＰＲＡ、
ＰＲＢ、ＰＲＤおよびＰＲＥ内の４つのテキストモードハイパーリンクで構成される。装
置ＢおよびＥ中の表示バーはリンク当たり３行しかないので、図５には３つのプレゼンテ
ーションＰＲＤ、ＰＲＥ、ＰＲＡしか示してない。
【００８４】
図６に示す変形形態によれば、装置Ｂを指定する「ファックス　Ｇａｌｅｏ　２６１０」
ハイパーリンクがない図５に示す表示バーにおけるように、ハイパーリンクの一部がユー
ザに直接提示されなくなるのを防止するために、たとえば家、通信等、同種の機能に従っ
て、「マザー」ハイパーテキストページと複数の「ドーター」中間ハイパーテキストペー
ジが形成される。「マザー」ハイパーテキストページＭ／ＢＥは、装置ＢまたはＥからグ
ループ装置ＡＢＤＥを使用するために、「家」および「通信」スタートアンカーを備える
。「家」というスタートアンカーを選択することにより、ユーザの家に関連するハイパー
リンク、言い換えれば装置ＤおよびＥのテキストモードのプレゼンテーション、すなわち
「遠隔監視中央装置」、「暖房管理」へのハイパーリンクに向けられたドーターハイパー
テキストページＦ１／ＢＥにアクセスすることができる。「通信」というスタートアンカ
ーを選択することにより、装置ＡおよびＢのテキストモードのプレゼンテーション、すな
わち「ミニテル－インターネット」、「ファックス　Ｇａｌｅｏ　２６１０」のようにユ
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ーザに提供された通信サービスに関するハイパーリンクに向けられたドーターハイパーテ
キストページＦ２／ＢＥにアクセスすることができる。
【００８５】
類似する別の変形形態によれば、たとえば、主装置すなわち一まとめにされた装置のプレ
ゼンテーションの画像の数が過大であるか、プレゼンテーションの画像が大き過ぎて同一
画面上に表示されない時には、「マザー」および「ドーター」ページは画像モードで作成
される。「マザー」および「ドーター」ページの作成は、関連付けされた装置の全体また
は一部により行われるか、たとえば画像バンクを提供するオンラインサービスを使用して
行われる。
【００８６】
第５の実施例によれば、各装置がリンクによりその機能に自律的に既にアクセスしていれ
ば、諸装置は完全に運用される。
【００８７】
装置Ｅ１、Ｅ２およびＥ３が本発明の異なる原理に従って１つのグループとして関連付け
られ、遠隔監視装置のようなグループ装置Ｅ１２３を形成する時には、グループの各装置
にアクセスするのに、本発明による主装置として複数装置のうちの１つのみを適合させる
だけで十分である場合がある。主装置は、グループ中で最も多機能な装置であることが好
ましい。
【００８８】
図７を参照すると、装置Ｅ１は、グループＥ１２３の主装置を構成する中央警報装置であ
り、最初の動作を維持し、「ホームページの動的作成ヘルプ」インタフェースも、「ホー
ムページの動的作成」インタフェースも備えないセンサやカメラのような装置Ｅ２および
Ｅ３に接続されている。装置Ｅ１は第２グループＥ１４５にも含まれる主装置でもある。
この第２グループはまた、モニタを備え、マネージャ装置Ｅ４として動作するミニテル－
インターネット端末と、主装置Ｅ５としてのビデオテープレコーダを具備するテレビジョ
ン装置とを備え、両者は装置Ｅ１に接続されている。
【００８９】
本発明によれば、センサＥ２およびカメラＥ３は、装置Ｅ１または装置Ｅ４または装置Ｅ
５からモニタされ制御される。
【００９０】
図８に示す第６の実施例によれば、本発明による中央マネージャ装置ＭＯおよび主装置Ｉ
およびＥＰＲ１～ＥＰＲ４はそれぞれ、ＤＥＣＴ型無線伝送システムを介して相互に接続
されたパーソナルコンピュータ、プリンタ、「ミニテル－インターネット」端末あるいは
ネットコンピュータである。装置ＥＰＲ１～ＥＰＲ４は、特にインターネット網（ＷＥＢ
、Ｅメール、ニュース等）にアクセスするための電話網ＲＴが接続され、本発明の特徴に
従い、中央装置ＭＯおよびプリンタＩと通信することができる。
【００９１】
この実施例においては、マネージャ装置ＭＯは、装置ＥＰＲ１～ＥＰＲ４が自由に利用で
きる所定の複数のアプリケーションを含む手段とみなされる。アプリケーションにそれぞ
れ関連付けられるプレゼンテーションＴＴ、ＤＩはマネージャ装置ＭＯ内に記憶されてい
る。アプリケーションのプレゼンテーションＴＴは、画像モードのハイパーリンクまたは
コマンドのスタートアンカーであり、ＨＴＭＬ言語にあるいはＨＴＭＬ言語から変換され
るワードプロセシング・アプリケーション用のシート上でＷの文字で囲まれた像の形状で
ある。他方のアプリケーションのプレゼンテーションＤＩは、同じく画像モードのハイパ
ーリンクまたはコマンドのスタートアンカーであり、たとえば予約仮想ディスクを構成す
るディスク空間のアプリケーション用のディスクで囲まれた像の形状である。マネージャ
装置ＭＯは、主装置ＩおよびＥＰＲ１～ＥＰＲ４内で読まれるプレゼンテーションＰＲＩ
およびＭＩ１～ＭＩ４も取得している。
【００９２】
本発明によれば、マネージャ装置ＭＯは、たとえばユーザの管理下で、Ｔ１＝（ＭＩ１＋
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ＴＴ１＋ＤＩ１＋ＰＲＩ）、Ｔ２＝（ＭＩ２＋ＴＴ２＋ＤＩ２＋ＰＲＩ）、Ｔ３＝（ＭＩ
３＋ＴＴ３＋ＤＩ３＋ＰＲＩ）、Ｔ４＝（ＭＩ４＋ＴＴ４＋ＤＩ４＋ＰＲＩ）の仮想端末
型の４つのワークステーションＴ１～Ｔ４に、ミニテル－インターネットＭＩ、ワードプ
ロセッシングＴＴ、予約仮想空間ＤＩ、および印刷ＰＲＩの４つの所定のアプリケーショ
ンを集約しており、ワークステーションＴｊ＝（ＭＩｊ＋ＴＴｊ＋ＤＩｊ＋ＰＲＩ）は主
装置ＥＰＲｊ専用であり、ｊは１から４までの整数である。
【００９３】
図２の段階ＥＴ４では、図９に示すように、マネージャ装置ＭＯは、それぞれワークステ
ーションＴ１～Ｔ４に対応するホームページＥＰＲ１／Ｔ１～ＥＰＲ４／Ｔ４を作成し、
これらホームページをそれぞれ主装置Ｔ１～Ｔ４にダウンロードする。主装置ＥＰＲｊ内
にロードされるホームページは、装置ＥＰＲｊの構成ＭＩｊ、マネージャ装置ＭＯによっ
て提供されるアプリケーションの２つのプレゼンテーション、プリンタＩのプレゼンテー
ションＰＲＩ、すなわちワークステーションＴｊの４つのアプリケーションを含む。
【００９４】
ワークステーションＴｊ内の各アプリケーションは、ワークステーションＴｊ内の任意の
別のアプリケーションと協働する。したがって、ホームページＥＰＲｊ／Ｔｊ内に表示さ
れるプレゼンテーションＴＴｊ、ＤＩｊ、ＰＲＩおよびＭＩｊをそれぞれクリックするこ
とにより、各ミニテル－インターネットＥＰＲｊから、ワードプロセッシングによる文書
の作成、マネージャ装置ＭＯのハードディスクの仮想ディスク空間へのこれら文書に対応
するファイルの保存、プリンタＩによるこれらのファイルの印刷、閲覧した情報を保存お
よび／または印刷する可能性を有するインターネット網を通じたサービスへのアクセスを
開始することができる。
【００９５】
第６の実施例による装置の構成は特に教育分野に適する。高い原価を有するマネージャ装
置ＭＯは教師の責任下に置かれ、より低コストでより多数の生徒が利用できる、より多数
の主装置ＥＰＲ１～ＥＰＲ４にテキストエディタ、ハードディスクおよび印刷などの資源
を提供する。
【００９６】
次に図１０を参照すると、マネージャ装置は、本発明の第７の実施例に従って各プレゼン
テーションを記憶する主装置Ｃ１～Ｃ４およびＩＭと一まとめにすべきマイクロコンピュ
ータの中央処理装置ＵＣである。主装置Ｃ１～Ｃ４はマイクロコンピュータの中央処理装
置ＵＣのバスＢＵの接続された電子カードであり、各アプリケーションを管理し、図１０
内の中央処理装置ＵＣに接続されたマイクロコンピュータのモニタＥＣに示すような各ア
プリケーションの少なくとも画像モードのプレゼンテーションＰＲＣ１～ＰＲＣ４を常駐
メモリに有する。たとえば装置Ｃ１は写真のデジタル化アプリケーションを管理し、装置
Ｃ２はＣＤＲＯＭドライブ管理アプリケーションを管理し、装置Ｃ３は家庭用暖房の集中
管理アプリケーションを管理し、装置Ｃ４はゲームコンソールのアプリケーションを管理
する。主装置ＩＭは画像モードのプレゼンテーションＰＲＩＭを有し、中央処理装置ＵＣ
のシリアルポートのうちの１つに接続されたプリンタである。
【００９７】
この第７の実施例においては、マイクロコンピュータの中央処理装置ＵＣが主装置Ｃ１～
Ｃ４およびＩＭにプレゼンテーションを提供することは意味がない。中央処理装置ＵＣは
専ら、装置Ｃ１～Ｃ４がモニタＥＣ、キーボード、マウス等の入／出力部を自由に利用で
きるようにするための「ホスト」とみなされる。
【００９８】
マネージャ装置ＵＣは、カードＣ１～Ｃ４内で利用可能なアプリケーションのプレゼンテ
ーションＰＲＣ１～ＰＲＣ４およびプリンタＩＭのプレゼンテーションＰＲＩＭを段階Ｅ
Ｔ３で取り込んだ後、段階ＥＴ４で、これらのプレゼンテーションからホームページを作
成する。ホームページは、ホームページからアプリケーションにアクセスし場合によって
は主装置Ｃ１～Ｃ４およびＩＭにホームページをダウンロードするマネージャ装置ＵＣに
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【００９９】
初期主装置Ｃ１～Ｃ４およびＩＭのうちの１つを呼び出すことによりホームページが開か
れ、上のようにしてまとめられたアプリケーションにアクセスすることができる。
【０１００】
変形形態では、ホームページは、関連付けをしようとする装置または装置グループを選択
するユーザの管理下で作成される。
【０１０１】
第７の実施例は、装置グループへの、主装置Ｃ１～Ｃ４およびＩＭのより人間工学的な使
用を可能にするモニタＥＣ、キーボード、マウス等のローカル「副」装置の導入を示す。
【図面の簡単な説明】
【図１】　ミニテル－インターネットのマネージャ装置と、無線伝送システムによって接
続された主装置とを含む装置グループの概略ブロックダイヤグラムである。
【図２】　特に図１に示す第１実施例による初めてマネージャ装置に主装置を接続する際
の、本発明による装置の関連付け方法のアルゴリズムである。
【図３】　第２の例によるグループを形成する２つの装置のプレゼンテーションを表す図
である。
【図３Ａ】　第２の例による２つの装置のうちの一方の画面上で見られるホームページ、
および２つの装置に関して画面上で見られる目次ページを示す図である。
【図３Ｂ】　第２の例による２つの装置のうちの他方の表示バー上で見られるホームペー
ジ、および２つの装置に関して表示バー上で見られる目次ページを示す図である。
【図４】　第３の例によるグループを形成する２つの装置のプレゼンテーションを示す図
である。
【図４Ｄ】　第３の例による２つの装置のうちの一方の画面上で見られるホームページ、
および２つの装置に関して画面上で見られる目次ページを示す図である。
【図４Ｅ】　第３の例による２つの装置のうちの他方の表示バー上で見られるホームペー
ジ、および２つの装置に関して表示バー上で見られる目次ページを示す図である。
【図５】　第４の例によるグループを形成する４つの装置のプレゼンテーションを示す図
である。
【図６】　第４の例による４つの装置からなるグループのマザーホームページ、およびマ
ザーページよりテキストモードでハイパーリンクによって選択された２つのドーターペー
ジを示す図である。
【図７】　第５の例による３つの装置からなるグループの概略ブロックダイアグラムであ
る。
【図８】　第６の例による６つの装置からなるグループの概略ブロックダイアグラムであ
る。
【図９】　第６の例による装置グループ内に主装置として含まれる４つのミニテル－イン
ターネット端末のホームページを示す図である。
【図１０】　４つの主装置が電子カードである、第７の例による６つの装置のうちのグル
ープの概略ブロックダイアグラムである。



(18) JP 4147745 B2 2008.9.10

【図１】 【図２】

【図３】 【図３Ａ】



(19) JP 4147745 B2 2008.9.10

【図３Ｂ】 【図４】

【図４Ｄ】 【図４Ｅ】



(20) JP 4147745 B2 2008.9.10

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】



(21) JP 4147745 B2 2008.9.10

【図１０】



(22) JP 4147745 B2 2008.9.10

10

フロントページの続き

(72)発明者  マルティニエール　ジャン－ピエール
            フランス国，　３５３４０　リフレ，　ラ　ヴィルヌーヴ

    審査官  戸次　一夫

(56)参考文献  特開平１０－１４９２７０（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１２４４１８（ＪＰ，Ａ）
              米国特許第５７４２７６２（ＵＳ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G06F 13/00
              H04L 12/00-12/26
              H04L 12/50-12/66
              H04M  3/42- 3/58
              H04M 11/00-11/10


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

